ちょうしょ-つ 

嘲笑した。 「そんなに 痛かったら、 あつさり 白状し 

て 断れば、 よかつ たんだ ご 

「それが 僕の 弱さ だ。 断れな かったん だ ご 

「そんなに 弱くて、 どうします かご いよいよ 私 を 軽蔑 

する。 「男一匹、 そんなに 弱くて よくこの 世の中に 生 

きて 行けます ね ご 生意気な やつで ある。 

「僕 も、 そう 思 うんだ。 だから、 これから は、 要らな 

い ときには、 はっきり 要らない と 断ろうと 覚悟して い 

たの だ。 そこへ、 君が 来たと いう わけなんだ ご 

「はは はは、」 商人 は、 それ を 聞いて ひどく 笑った。 「そ 

ういう わけです か。 なるほど ねえ ごと やはり、 いや 味 
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